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屏風山地域における中核農家の営農指標について
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1　は　じ　め　に

国営事業により畑地の造成が進められている西津軽都屏

風山砂丘畑地を対象に，昭和54年から中核農家営農技術組

立試験を実施してきた。この試験結果からえられた改善技

術体系の経済評価を基に．周辺農家の経営調査なども併せ

て検討し，想定される中核農家（経営規模3．2ba，労力構

成2人，所得目標450万円）の営農指標を策定した。この

結果，時期別労働力の披行性・雇用労働の導入など，経営

蓑1家族労働力の違いと所得目按達成可能な営農類型
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改善を図る上での知見を得たので報告する。

2　所得目標達成可能な営農類型

中核農家の営農指槙の策定に当たり，（む地域営農の実態，

（軌経営内の部門間結合，（卦畑作・野菜の組合せ，④輪作体

系の確立など，4か年の試験結果の改善技術体系を地域農

業の改善方向として位置づけた。その結果，中核農家で所

得目標450万円を達成できる経常類型と，その経常成果は

表1のとおりである。
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（1）水稲1．2ba，プラス畑作・野菜2．Ohaの場合

所得目標達成可能な畑作・野菜の組合せは①～⑤の5類

型である。これらの類型では，家族労働力2人の場合の雇

用労働割合は，23．4～44．0％とその比率が高い。これは，

畑作物・野菜の作業が時期的に極めて綬行的であり，また，

これらの兢合の結果であろ。次に，家族労働力3人の場合

の雇用労働割合は，8．9～28．9％であり，家族労働力2人の

場合に比較して減少している。このように，いずれの経営

類型でも家族労働時間を増やすことによろ雇用労働の削減

効果は認められている。

しかし，一万，1時間当たりの労働報酬をみると，家族
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労働力2人より3人の場合は減少していろ。特に，（卦の頬

型では，雇用労働時間の減少割合よりも1時間当たり労働

報酬の減少割合の万が大きく，他の類型と多少性格を異に

していろ。これらの点を図示したのが図1である。

③の類型が他の類型と異なる点は，経営全体の労働量の

推移からみて，極めて短期間に集中的に大量の労働量を必

要としている点である。このように短期間に集中的に大量

の労働舅が必要な場合，恒常的な家族労働力が2人から3

人に増加しても家族労働時間の増加は447時間であり．経

営全体に及ぼす影響は極めて小さい。したがって，手伝い・

ゆい・雇用労働に頼った方が経営的に有利である。
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図1旬別労働時間の推移

②の類型の場合でも，やはり経営全体としての旬別労働

力は政行的である。家族労働力2から3人になろことによ

り，自家労働力3．069時間が3．890時間になり・約800時間

の自家労働が増加していろ○しかし，1時間当たりの労働

報酬は1，607円から1，377円へと減少している○このよう

に，現状での畑作・野菜中心の営農類型は，雇用労働の代

替として恒常的家族労働を当てると農業所得は向上すろが・

1時間当たりの労働報酬は減少することになろ。したがっ

て，これらの経営では，①作業適期巾の拡丸②労働時間

の延長，③手伝い・ゆい・雇用労働の確保などが・経営を

改善すろ上で重要である。

（2）水稲2．Oh8，プラス畑作・野菜1，2baの場合

所得目捺達成可能な畑作・野菜の組合せは，①と②の2

類型である。この2類型の旬別労働時間の改行度は・これ

までの水稲1．2ha，プラス畑作・野菜2．Ohaに比較して緩

和されている。したがって，自家労働中心であり雇用労働

への依存割合も極めて少ない。しかし，農繁期以外の自家

労働時間が少なく，家族労働力2人の場合で2．349時間に

すぎない。今後の経営改善としては，①新しい作且（作物）

の導入，②作業の受託，③他経営での貿労機会確保などが

必要である。

（3）水稲2．0山，畑作・野菜1．2b8，プラス鎧豚（15頭）

これまでみてきた，営農類型の労働の改行性を改善すろ

ものとして，自家労働時間が多く雇用労働時間の少ない営

農類型としては，個別複合経常が考えられる。畑作一野菜

の組合せをナガイモ，ラッキョウ，夏・秋ダイコン（各0・4

h8）とすろと，この営農類型では，年間労働時間4，331時

小 下

間（うち家族労働2人，3，531時間，雇用労働800時間）

であり，農業所得は7．646千円，1時間当たり労働報酬

2．165円になる。この経営成果は，前述のいずれの営農類

型と比較しても高い水準を示していろ。

3　ま　　と　　め

現状の改善技術体系を基にし，野菜作を導入した経営で

450万円の所得目標達成可能な営農類型を検討した。その

結果，この技術水準では未だに時期別の作業が政行的であ

り，営農の推進を難しくしている。したがって，営農類型

毎に異った改善策が必要であり，要約すると次のようであ

る。

（1）野菜主体の営農類型（水稲1．2）：収穫時の臨時

労働が不可欠であり，恒常的な家族労働より雇用労働の導

入が，経営的に有利である。このため，①作業適期幅の拡

大，②労働時間の延長・拡大，③作業効率の向上，④手伝

い・ゆい・雇用労働の導入などが必要である。

（2）水稲主体の営農類型（水稲2，0）：農閑期の家族

労働の有効な活用が必要であろ。このため①新しい作目の

導入，②作業の受託，③他経営での貞労機会確保などが必

要である。

（3）個別複合経営：家族労働2人で高い所得水準と家

族労働の年間活用が可能であり，この経営を更に向上させ

ろためには，①部門間結合の賂化，⑧競合を回避するため

の適正な労働力調整，（動手伝い・ゆいなどの活用などが必

要である。また，この営農類型が，地域の営農モデルとし

て，今後，その育成・強化が検討されるべきであろう○




